
令和３年度つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会 

 

  期日 令和３年(2021 年)６月４日（金）午前 10 時 00 分～ 
場所 本庁舎２階会議室 202  

 
１ 開  会 
 
２ あいさつ                          
 
３ 委員紹介 
 
４ 議  事 
（１）令和２年度(2020 年度) 

つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会経過報告 （資料１） 

 

（２）令和２年度(2020 年度)栽培実験結果報告及び 

令和３年度（2021年度）栽培実験計画 （資料２） 

  １ 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

①  ノボキニン蓄積イネ （資料３） 

スギ花粉ペプチド含有イネ （資料３） 

②  広範な病害抵抗性イネ （資料４） 
③  シンク能改変イネ （資料５） 

  ２ 国立学校法人筑波大学 

① 水利用効率改善遺伝子組換え交雑アスペン  （資料６） 

② 長鎖オメガ３系脂肪酸産生及び除草剤グルホシネート 

耐性セイヨウナタネ （資料７） 

 

（３）その他遺伝子組換え等に関する情報提供 
 
（４）その他 

 
５ 閉  会 
 
 
 
 



開催日 開催内容

令和2年10月5日 つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会を開催

報告日/収受日 報告内容

令和2年6月5日
スギ花粉ペプチド含有イネ及びノボキニン蓄積イネの第一種使用等による栽培に
関する栽培実験計画書及び説明会開催案内に関する情報提供（農研機構）

令和2年6月26日
スギ花粉ペプチド含有イネ及びノボキニン蓄積イネの栽培に関する情報提供（農
研機構）

令和2年9月18日
スギ花粉ペプチド含有イネ及びノボキニン蓄積イネの収穫に関する情報提供（農
研機構）

令和3年1月13日
令和３年度農研機構における遺伝子組換え作物等の第一種使用等の予定に関する
情報提供（農研機構）

令和3年2月10日
スギ花粉ペプチド含有イネ及びノボキニン蓄積イネの栽培管理及び交雑調査結果
に関する情報提供（農研機構）

令和3年3月26日
スギ花粉ペプチド含有イネ、ノボキニン蓄積イネ、広範な病害抵抗性イネ及びシ
ンク能改変イネの第一種使用等による栽培に関する栽培実験計画書及び説明会開
催案内に関する情報提供（農研機構）

※国や研究機関からの情報提供があった場合、随時つくば市ホームページに情報をアップしています。

　　　　　　　

令和２年度（2020年度）つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会経過報告について

※圃場見学について、令和２年度は新型コロナウイルス感染予防のため開催なし。

資料１
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つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会 令和3年6月4日

長鎖オメガ三系脂肪酸産生及び
除草剤グルホシネート耐性セイヨウナタネ の

隔離ほ場栽培試験について

説明者：
筑波大学 生命環境系/T-PIRC遺伝子実験センター 津田麻衣

2020年 12月 第一種使用承認申請

２０２１年 ６月 第一種使用承認予定

２０２１年 １０月 本試験開始予定



宿主植物： セイヨウナタネ （Brassica napus）

導入形質： 長鎖オメガ三系脂肪酸産生、除草剤グルホシネート耐性

特性遺伝子： デサチュラーゼ5種・エロンガーゼ2種をコードする遺伝子（微

細藻類および酵母由来）、

pat遺伝子（Streptomyces viridochromogenes由来）

形質転換法： アグロバクテリウム法

第一種使用の目的： 生物多様性影響評価

実施場所： 筑波大学 T-PIRC 産官学・共同研究部門（インダストリアル

ゾーン）・模擬的環境試験圃場V（隔離圃場V）

承認申請した大臣： 農林水産大臣・環境大臣（予定）

承認申請期間： 承認日から令和8年3月31日

第一種使用承認の概要



エロン
ガーゼ ②

遺伝子組換えセイヨウナタネに導入された脂肪酸合成経路

オレイン酸

↓

リノール酸

↓

α－リノレン酸

↓

ステアリドン酸 → エイコサテトラエン酸

↓

エイコサペタエン酸 → ドコサペンタエン酸

↓

ドコサヘキサエン酸
DHA

デサチュラーゼ ①

デサチュラーゼ ②

デサチュラーゼ ③

デサチュラーゼ ④

デサチュラーゼ ⑤

エロンガーゼ ①

非組換えセイヨウナタネでも合
成される経路、ただし合成量が
少ないので本遺伝子組換えセ
イヨウナタネでは２つのデサ
チュラーゼ遺伝子導入により合
成量を増加させている

EPA



サントリーHP
より



第一種使用作業要領

・隔離ほ場内栽培区画での適切な雑草管理

・実験等で組換え体を隔離ほ場の外へ持ち出す際は容器に密閉

・上記以外の場合、および栽培終了後の組換え体は、隔離ほ場内で裁断して

隔離ほ場内に鋤き込むか、オートクレーブ等で不活化

・播種時、成熟期には防鳥網で組換え体の拡散を防止

・開花期には、試験区を寒冷紗等で覆うことにより花粉飛散を防止

・栽培区画で使用した機械、器具等は隔離ほ場内で洗浄

・隔離ほ場設備の適切な維持・管理

・上記要領を従事者に遵守させる

・万が一、生物多様性への影響が生ずる事故等が発生した場合は、本学遺伝

子組換え実験安全委員会の責任のもと、緊急措置計画を実行



隔離ほ場の所在地

遺伝子実験センター

インダストリアルゾーン

模擬的環境試験圃場V

組換え体を不活化処理するため
のオートクレーブの設置場所
（バイオマテリアル棟 調査室）



隔離ほ場における第一種使用実施予定区画

非遺伝子組
換えナタネ

非遺伝子組換
えナタネ

非遺伝子組換
えナタネ

非遺伝子組
換えナタネ

遺伝子組換え
ナタネ

遺伝子組換え
ナタネ

遺伝子組換え
ナタネ

遺伝子組換え
ナタネ

非遺伝
子組換
えナタ
ネ

遺伝子
組換え
ナタネ 越夏性調査区

形態・生育特性調査区

横からみた隔離ほ場のフェンスと側溝の構造

圃場内圃場外
フェンス高
250cm



令和３年度 栽培実施計画

2020年 12月 第一種使用承認申請

２０２１年 ６月 第一種使用承認予定

２０２１年 １０月 本試験開始

✓試験区８区画については、形態・生育特性用に２０２２年春まで栽培する予定

✓試験区１区画では、成体の越夏性を調査する区として、２０２２年夏まで生育を継

続する予定



情報提供・情報公開について

２０２１年 6月４日 つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会で説明

２０２１年 6月末～７月中旬頃

本遺伝子組換えセイヨウナタネの隔離ほ場試験一般説明会を開催予定

他、遺伝子実験センターホームページ内「遺伝子組換え体関連ニュース」にて、随時栽

培状況等を報告予定

https://gene.t-pirc.tsukuba.ac.jp/research/gene_news/


